
１．指定管理者名

２．指定期間

３．業務の範囲

配点 採点基準 分析、評価、指示等

保護者と連携し、在園児のみならず卒園児や家族、近隣の子ども達、地域住民とともに行事を行うなど、地域との交流に努め
ている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

適正(普通)　2点

適切に実施されている。

●児童票等園児の個票は個人別にファイル。保育課程・保育計画等保育実践に関するもの及び管理に関するものなどに分
類し、個別にファイル管理している。

10点

②環境への配慮

●市の建設コンセプトである県内産木を生かした園舎、多種の樹木の植えられた構内環境を生かし、遊具や玩具も木製を
そろえるように努力し、子ども達の物的環境を整えている。構内には常緑樹・落葉樹をはじめ花の木、実のなる木が多種植
えてあり、園舎は樹木に囲まれ、里山が園の前にあり、都会の保育園にはない自然環境に恵まれているので、自然を生か
した保育を実践している。
●構内は全面的に禁煙としている。

③バリアフリー
●施設面では、玄関から車椅子で入ることができるようになっており、車椅子使用のトイレも設置されている。施設面でのバ
リアフリーとともに、障がいのある子も、ない子も、共に生きていくことが大切という”心のバリアフリー”にも心を砕いている。

④備品管理
●各クラス、担当部署ごと備品管理台帳により備品管理をしている。(管理は期首、毎月末（３月は期末）に台帳記帳）
●備品の棚卸は、毎月実施。

⑤個人情報保護
●入所児童・保護者・職員・利用者の個人情報は鍵付きロッカーに保管。職員には個人情報保護誓約書を提出させている。
児童票のロッカーからの持ち出し際しては、園長又は副園長及び主任のいずれかに申し出なくてはならない規定となってい
る。

●保育室・トイレ等毎日清掃。毎日の清掃で及ばないところは、登園児童が少なくなる毎週土曜日に清掃している。玩具は
毎週土曜日殺菌機及び日光消毒を実施。構内進入通路の落ち葉は毎日清掃。年末には大掃除を実施している。

10点

②保守・点検
●機器・消防設備・電気等は専門業者による定期保守点検を仕様書どおり実施している。遊具他建物等は毎月一回保守点
検実施。セントラル方式の冷暖房機のメンテナンスは業者により実施。

③保安・警備 ●監視カメラの設置とともに、トーノーセキュリティーと契約を行い保安・警備を業務委託。

④小規模修繕

●当園負担の小規模修繕件数と費用
・平成２３年度　　　７件１１４,０００円
・平成２４年度　　１６件２１４,２５４円
・平成２５年度　　１７件５５８,９２３円（主な内容としては、厨房冷蔵庫修繕、事務所エアコンドレーン修繕、園児用自転車修
繕、お出かけ避難車タイヤ修繕、網戸修繕、パソコン修繕）

⑤危険箇所の把握（施設の瑕疵）
●修繕が必要な場所を定期的に把握するとともに、多治見市に毎年報告し、修繕箇所の要望を行い、市の予算化の中で改
修している。

2 施設管理状況
(25点）

(1)施設管理業務の実施状況
（10点）

①清掃

10

①チェック細目の丸数字の各項目を３段階評価する
　　（適正（普通）：2点、一部不備あり：1点、不備あり：0点）
②５項目の合計点とする。

※駐車場は、期待以上：8点、適正（普通）：6点、一部不備あり：4点、
不備あり2点

(2)その他管理業務の実施状況
（15点）

①文書管理

15

①チェック細目の丸数字の各項目を４段階評価する
（期待以上：3点、適正（普通）：2点、一部不備あり：1点、不備あり：0
点）
②５項目の合計点とする。

●通常保育の平均値比(105％)=利用人数(延べ1,134人)÷1,080人

(3)自主事業の企画・運営・実施

●仕様書に定める土曜日の保育時間は午前７時～午後１時３０分までが基本であるが、平成１５年度に運営業務委託を受
けた翌年の平成１６年度から保護者の切なる要望に応え午後１時３０分～午後７時までの保育を自主的に実施し、現在に
至っている。
●保護者との共同の取り組みとして、在園児・卒園児・家族・近隣の子ども達・地域の方々を呼んで、毎年１月には「餅つき
と人形劇の会」を行い、昔ながらの杵つき餅を伝承し、７月には「夏の宵祭り」を行って親睦をはかり、普段とは違う保育園生
活を楽しみ、子育てと仕事に忙しい父母と職員たちが協力し、池田保育園の独自の文化を作っている。

●通常保育　　定員90人。市の入所委託を受け、年齢別に柔軟な受け入れをしている。特に低年齢児童の待機児童を発生
させないため、市に積極的に協力。池田保育園の保育を紹介する新聞を地域に配布し、園活動の広報を行っている（年間5
回1,000部）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●延
長保育　　入所児童の大半が延長保育の利用を申請しており、加配保育士を合わせた全保育士で時差勤務を組み延長保
育を実施、保護者の要請に応えている。
●障がい児保育　　毎年個別の対応を必要とする児童や、成長・発達を個別に記録する児童があり、バリアフリーの精神の
もとに、健常児とともに生活をする統合保育を行っている。
●一時保育　　一時保育は、非定形・緊急一時・リフレッシュ等の理由での利用を積極的に受け入れてきたが、市において
一時預かり要件を整理し、安易なリフレッシュ利用を除くこととしたため、2年目の平成24年度半ばから利用者が激減し、補
助金・利用料ともに減収となった。
●地域子育て支援センター　　様々な子育て支援の必要性がますます強くなっているため、次のような多様な支援の取り組
みを行った。
◆子育て支援拠点として支援ルームの常設。来館者へのにこにこ時間（絵本の読み聞かせ・手遊び・育児相談等）毎日午
前・午後の2回実施。
◆出張保育（あおぞら保育と子育て相談会・にこにこ広場と子育て相談会）　月平均２回程度実施。
◆あそび塾（親子で散歩・寒天あそび・プールあそび・片栗粉であそぼう・ドングリひろい・焼き芋を焼いてたべよう・小麦粉粘
土であそぼう・ダンポールであそぼう・新聞紙であそぼう）　毎週木曜（月4回）実施
◆まま友サロン、パパ友の会　それぞれ年2回実施
◆給食試食会　　年2回実施
◆子育て講座（あかちゃん体操講座・わらべうた講座）　　年3回実施
◆食育講座（給食試食会とあわせて実施することで、食育の充実に努めている）
◆子育てスマイル情報機関紙『スマイル』の発行配布（年間７回１,０００部）

(2)市の事業の企画・運営・実施状況（仕様書内）

25点

低年齢児の受け入れは、市の依頼により、年を通して定員以上の受け入れに対応している。
延長保育（土曜午後の休日保育含む）利用希望者は年々増加しており、保護者の希望に応じて受け入れができるよう職員対
応をしている。また、障がい児保育についても、”心のバリアフリー”を大切にし個々の児童の状況に応じて職員を配置、対応し
ている。
地域子育て支援センター事業については、様々な子育て支援ニーズを把握し、事業を展開。

30 期待以上　30～24点

規定の開所日数について、午前7時から午後7時まで開所し、通常の保育、保護者の利用ニーズにあわせた延長保育、子育て
支援センター事業を実施しているほか、緊急一時的な保護者の希望による一時保育の受け入れなどを実施している。

5点

・上記のほか、延長保育・一時預かり保育・休日保育（土曜午後）、子育て支援センター事業対応あり。

②利用人数 5 平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～95％：4点、95％未満～
85％：3点、85％未満：2～0点

●通常保育　　定員平均1,080人（1～3年目共に1,080人）、月初日入所児童平均1,134人（1年目1,201人、2年目1,115人、3
年目1,087人）　　平均利用率105％
●延長保育　　平均13,719人（1年目15,295人、2年目14,648人、3年目11,215人）　　※定員90人に対して平均46人（51％）
●障がい児保育　　 平均8人（1年目7人、2年目6人、3年目11人）
●一時保育　　　　平均 318人（1年目508人、2年目318人、3年目129人）
●地域子育て支援センター事業
　・行事参加人数平均1,975人（1年目1,176人、2年目2,170人、3年目2,580人）
　・育児相談平均件数35件（1年目29件、2年目31件、3年目45件）
　・来館者平均人数2,132人（1年目1,511人、2年目2,586人、3年目2,299人）

105％以上 5点

通常保育1,080人のうちの半数以上（51％程度）が延長保育を利用している状況にある。また、通常保育のほかに一時預かり
児童の受け入れを行い、稼働率の向上に努めている。
地域子育て支援センター事業については、さまざまな事業の企画、情報提供などを行い、年々利用者が増加している状況にあ
る。

5点

実績(パーセントを求める場合は、小数点第1位を四捨五入) 得点

1 運営・利用状況
（40点）

(1)利用状況(10点)

①施設の利用率(利用時間/日数×営
業時間) 5 平均値比(注)　105％以上：5点、105％未満～95％：4点、95％未満～

85％：3点、85％未満：2～0点

①施設の利用率
利用時間　12時間（午前7時から午後7時まで）／日　×　営業時間　12時間（午前7時から午後7時まで）
＝100％

105％未満～95％　4点

平成26年度（25年度実績）　総合評価書　　＜施設名　　池田保育園＞

社会福祉法人　いしずえ会

平成23年4月1日　～　平成28年3月31日

（１）保育の実施に関すること（通常保育・延長保育・障がい児保育・一時保育・地域子育て支援センター事業）
（２）施設及び設備の維持管理に関すること

４．採点表

保育の内容・質等が期待以上：30～24点、保育の内容・質等が例年
通り：23～18点、保育の内容・質等が例年よりやや劣る：17～14点、保
育の内容・質等が例年より劣る：13～6点、保育の内容・質等が例年よ
りかなり劣る：5～0点

評価項目 細目

１



0 事故等への対応は減点対象とする（事故なし及び事故等の対応に不
備なし：0点、事故等対応に不備あり：△1点）

事故なし・対応に不備なし　0点

事故後の対応としてヒヤリハットマップを作成するなど、事故を未然に防ぐ努力がなされている。

3 5 当該年度の収入÷支出が、105％以上：5点、105％未満～100％：4
点、100％未満：3点

105％未満～100％　4点

運営費は可能な限り子どものために使い保育の質の向上に役立てるという法人の考え方のもと、保育園事業運営の収支比率
ほぼ100％となっており、収入が保育事業に適切に運用されていると考えられる。

10 期待以上：10～8点、適正（普通）：7～5点、不備あり：4～1点 適正(普通)　7点

今後も保護者の視点にたって、ニーズの把握に努めていただき、提案された要望等については真摯に受け止め園運営に生か
していくようお願いします。

5 期待以上：5点、適正（普通）：4点、不備あり：3～1点
※苦情なしは４点とする

不備あり　3点

本件は保護者から直接市へ苦情申し立てがあり、子ども支援課も介入したケースである。保護者からの苦情申し立てに至らな
い「苦情」についても、必要に応じて子ども支援課に報告すること。

0

提出書類の遅れ・不備に応じて減点対象とする（遅れ・不備内容の程
度により△1～△3点）
一部遅れ・不備あり(軽微)：△1、一部遅れ・不備あり(中程度)：△2、一
部遅れ・不備あり(それ以下)：△3

遅れ・不備なし　減点なし

適切に実施されている。

0

指示への対応等に応じて減点対象とする（対応等の内容により△1～
△3点）
指示等なし・対応等が期待どおり：減点なし、対応等が期待以下(軽
微)：△1、対応等が期待以下(中程度)：△2、対応等が期待以下(それ
以下)：△3

指示等なし・対応等が期待どおり
減点なし

平成２４年１１月２６日付け多市第１６７３号による４点の改善指示については、左記のとおりそれぞれ対応がなされている。学
校との連携を密にし、滑らかな小学校とのつながりに配慮し、今後も引き続き対応すること。

全体的な評価
　運営費は可能な限り子どものために使い保育の質の向上に役立てるという法人の考え方のもと保育園事業が運営されてい
ること、食育の取り組み、地域の小学校との連携、個別の対応を必要とする児童については”心のバリアフリー”にも配慮して
保育が行われていることについて評価します。また、平成24年11月26日付多子第1673号指定管理業務に係る改善指示書へ
の対応など、改善もみられます。
　事故や苦情については、保護者から直接市に訴えられる前に、速やかに市へ文書により（緊急の場合は電話連絡にて）報告
するとともに、保護者への対応にあたっては、苦情等について真摯に受け止める姿勢を大切にし、保護者との信頼関係を壊す
ことなく対応するようお願いします。

合計 100

【４段階評価】
極めて良好　　　　100～85点
良好　　　　　　　　　84～65点
努力が必要　　　　 64～45点
取消し等を検討　　44点以下

合計79点

良好

5 その他
(減点方式）

(1)報告書類の提出状況

報告書類の提出は、その都度適切に行っている。

0点

(2)市からの指示等への対応（報告書類の提出以外）等

平成２４年１１月２６日付け多市第１６７３号による４点の改善指示
（１）「習慣向上プロジェクトいきいきあそび」と同等の取り組みを実施すること。（２）地域の小学校の児童や職員間の交流の
機会を積極的に設けること。（３）保護者からの苦情や意見には誠意ある対応を行い、苦情や意見の内容及びその対応を速
やかに市子ども支援課に報告すること。（４）市が実施する「歯科指導」「交通安全教室」については３歳児から受け入れて実
施すること。
上記に対する改善対応について
（１）について　　市教育委員会が出版しているマニュアル本を参考にし、市から貸与されているiPadのデータを利用するな
ど、オリジナルの保育材料を作成、毎日の「朝の会」の中で取り組みを実施している。池田保育園では、２歳児から年長児ま
で実施している。
（２）について　　池田小学校の校長、教頭と連絡を取り合い、相互交流を計画し、職員間の訪問交流、園児の小学校体験
見学を行っている。また、他小学校から依頼があれば園から学校に訪問するなど、滑らかな小学校とのつながりづくりに配
慮している。
（３）について　　４の（１）の②苦情対応の欄にも記載しているが、苦情解決の仕組みを周知するとともに、個人では申し出に
くいこともあるので、各クラスの保護者会役員を通して園に伝えてもらう方法も提案し、適切に対応するようにしている。苦情
があった際の職員の対応姿勢についても見直しを行った。
（４）について　　交通指導・歯科指導については、３歳児から受け入れ、実施している。

0点

4
より良い施設運
営のための取組
(30点)

(1)市民・利用者の声の反映
（15点）

①ニーズの把握・事業への反映

●連絡ノートの取扱いについて意見が出されたため、保護者アンケートを実施し保護者全体から意見を聴取、適切な取扱い
について、園内で検討、改善に努めた。
●「池田町に住んでいるのに、なぜ池田保育園に入れないのか？民間だから入れてもらえないのではないか？」という質
問・苦情が、毎年のように地元の方から出されている。園においてはその都度「保育所の入所は、保護者の働く時間の長短
で優先度が違い、フルタイムで働いている方の子どもが優先度が高くなる」こと、また「入所の申し込み受け付けと入所の決
定は市が行なっているので、民間だから入園させてもらえないということではない」旨説明している。歩いて通える保育園が
地元にあるのに、車で遠くの保育園に行かなくてはならない現状について、定員に地元枠を設けることなどの改善策を市に
提案した。
●保護者会の活性化のために、園側に対する保護者の要望等については各クラスの役員を通して役員会に上げてもらい、
検討し、保護者会役員会として園側に申し入れをしてもらうよう提案した。

7点

②苦情対応

●苦情解決責任者（園長）、苦情受付担当者（副園長及び主任保育士）、第三者委員を公示して周知している。
●代表的な苦情　　保育園として卒園式の記録を残すためにビデオ撮影しているが、撮影は職員やセミプロに依頼、これを
希望する保護者にはダビングして頒布してきた。画質の低下や、編集を行っているため「不評」の苦情が寄せられたため、保
護者会役員と話し合い、おりべネットワークに依頼して記録ＤＶＤを作成しこれを頒布することを提案して双方の合意で解決
を図るなど、苦情の解決・改善に努めている。

3点

10点

⑥事故等への対応

●子どもの怪我は、保健室で対処し、怪我の程度により保護者に連絡した上で県病院等に搬送して受診。保護者には怪我
発生の状況をお迎えの時に説明している。現認者は園長に対して事故報告書を作成提出し、園長は市に報告することとし
ており、事故発生の際は、この手順により対応している。
●園外保育の際のヒヤリハットマップを作り、職員に危険箇所を周知し、事故を未然に防ぐよう努めている。
●平成25年度は、大きな災害なし。

0点

当該施設の経営状況
(5点)

①事業収支

●３年間の合算　　収入総額―支出総額＝３３３,７０３,７１７円÷３３２,１０１,２２２円＝１,６０２,４９５円。　　収支比１００％
・平成２３年度　　　収入１１７,９７６,２５５円―支出１１８,０４５,６７７円＝  －６９,４２２円。　　収支比１００％。
・平成２４年度　　　収入１０９,１００,４６１円―支出１０７,７３９,２５３円＝１,３６１,２０８円。　　収支比１０１％。
・平成２５年度　　　収入１０６,６２７,００１円―支出１０６,３１６,２９２円＝　 ３１０,７０９円。　　収支比１００％。
●３年間の平均　　収入１１１，２３４，５７２円―支出１１０,７００,４０７円＝５３４,１６５円。　　収支比１００％。

4点

2 施設管理状況
(25点）

(2)その他管理業務の実施状況
（15点）

＜いしずえ会からの提案＞
●保育所は就学前の保育に欠ける児童を保護者から預かり、その大切な命を育み、人格の基礎を築く生活の場なので、何
よりも子どもたちにとって快適な生活と育ちの場所にしなくてはならない。子どもの育ちは環境によって左右されるので、いし
ずえ会では、何よりも環境（人的環境と物的環境）の充実に努めている。物的環境では地域の自然環境を最大限生かした日
常的な園外保育、子どもの年齢と発達過程に適したおもちゃや絵本の充実、人的環境としては保育者の保育力アップのた
めの実践と理論の研修・充実に努めている。
●児童福祉施設としての保育所は営利事業とは異なるため、運営費は可能な限り子どものために使い保育の質の向上に
役立てるという法人の考え方のもと運営しているため、各年度の収支差額は少額となっている。
●平成２３年度の赤字について　　この年度は、市全体の入所申し込みが多く、市との協議で待機児童を出さないために年
度当初より９０人の定員を１１人上回る児童を受け入れた。新たに職員を採用して対応したが、１１月以降退園等により入所
児童が減り、３月には９８人に減少した。このため、運営費の収入額が当初予算をかなり下回ることとなり、わずかに支出が
超過した。
●公立保育所の民間委託の目的は、民間の活力を導入して保育の充実を図ることが一つの目標であり、もうひとつの目標
は自治体の保育財政の軽減化にある。そのことを認識し、民間の立場で、次のことを行い、また市の保育行政への提案をし
た。
◆民間活力と保育の充実について
・完全週休２日制を採らず、労働基準法を遵守しながら変則４週６休制を採り、土曜日の１２時間開所を実施している。
・子どもの発達にとって有効な保育として評価が定着してきている異年齢保育を始めとする民間独自の保育を実践してい
る。
◆自治体の保育財政軽減のための提案
・公立保育所の民間委託には二つの形態がある。一つは公設民営の指定管理者型、もうひとつは民間移管型。指定管理者
型は公立のままなのでその運営費用はすべて自治体が負担しなくてはならない。一方民間移管型にすると、国基準の保育
料徴収基準額を除いた保育所運営費の50％を国が、25％を都道府県が市町村に補助金を打つ仕組みなので自治体負担
は軽減されるので、池田保育園を民間移管型にしてはどうかという提案をした。

提案、姿勢、その他の成果ポイント（アピール）が
期待以上：15～12点、適正（普通）：11～9点、普通未満～物足りない：
8～0点

15
(2)より良い施設運営・事業実施のための提案・姿勢、上記１～３の評価
に反映されないその他の成果ポイント（15点）

適正(普通)　10点
収支比率ほぼ100％となっており黒字は少なくなっているが、収入のほとんどが園運営に費消され、子どものために使用されて
いることは評価できる。

１


